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はじめに 無礼山

無礼山は，箱根火山の北東山麓の南足柄rl1苅野の足 無礼山の西端に採石場があり ，箱根古期外輪山溶岩

柄隆道の西に位置する 280.Omの三角点のある北東ー と礁層が露出してし唱。無礼山は，周りの矢倉沢商に

南西方向の尾根からなる111〔長径500m，短径250m, 比へて地形的に高い。鈴木 (1963〕・西島（1985〕は，

）｜｜からの比高80m）のことである。 この山は，箱根古 無礼山を山地に地形区分している。無礼山の山麓を流

｝例外愉山溶岩流分布地域の北東端付近に位置し（Ku- れる内Jllは，激しく蛇行して無礼山の北側を取り巻く

no, 1938），内川と狩Jllの間にあって矢倉沢町（鈴木， ようにして流れている。無礼山の北東の北足柄中学校

1963〕より高い地形的高まりをなしている。 の乗る242mの独立標高点のある山は，Kuno(1938〕

この位置は箱根古期外愉山溶岩が平山断層によって の地質図によると，無礼山につづく古期外輪山溶岩分

著しく変形して垂直に近い傾斜から逆転している（天 布地域であり，鈴木 (1963）・西島 (1985〕によると，

野ほか，1984〕と報告された地点，あるいはまた内川 矢倉沢面である。北足柄中学校の地点は，ボーリ ング

断層 （今永， 1987）の推定位置 とあまり断れていな から少なくとも30m以上ローム層に覆われていること

し、。このような場所にある無礼山の地質について記述 が明らかになった。

してこの地域の研究の参考にしたい。 無干し山の採石場に露出している箱根古期外輪山溶岩

は，紫蘇輝石を主と した普通JI'~！石紫蘇輝石安山岩であ

図1 位置図（Kuno,1938より〕 OS2：箱根古期外輪山溶岩，P：軽石流， HV2：玄
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る。溶岩は露頭の右下部に現れ，見かけ上南に傾斜し が多く含まれてL唱。 その他，安山岩と矢倉岳石英

（図2），部分的に板状節1111が見られ， また上下方向 閃緑岩の角傑それに足柄層群の円際岩からもたらされ

の割れ目が目だつ。溶岩は， 赤紫色の火砕岩に挟まれ た凝灰岩僚と足柄層鮮の泥岩の円際を含む。基質は安

ている。この火砕岩は， cobblesizeの溶岩片と，向 山岩の細傑から粗砂それに火砕岩の粗砂である。 1深層

質のgranulesizeの matrixからなる。溶岩の割れ目 は，下位に亜角礁が多く上位に亜円礁が多くなるとと

に，火砕岩が挟まっている箇所があり，また板状節理 もに機種においても安山岩礁のみとなる。見かけの

にも破砕された溶岩片が挟まれている所がある。 imbricate構造は南西から北東を示す。また挟在する

無礼山の採石場の際層は， 2mを越える巨僚から小 砂層から見て，ほとんど水平に近L、。線尼iの厚さは，

礁まであり ，径20 30：皿のものが多い。巨際は採石場 採石場で50m以上あり ，l深層の中段に白色パミスが密

の溶岩と同質の安山岩の亜円傑と矢倉岳石英閃緑岩の 集している水付きローム層の塊が取り込まれている

亜円礁が目だつ。 cobble大のものは，採石場の火砕岩 （図 2- 1, 2 2）。磯層は箱根古期外輪山溶岩をJ火

Eヨ溶 岩 医週火砕岩 匿司喋層 Eヨローム層
図2- 1 無礼山採石場の露頭全景

火砕岩をロームが覆い，それを砂磯層が覆っている．

Y巴llow pumic巴（lOcm)
mmor fault 

図2-2 露頭の中段部
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図3 縦方向の圧縮を示す溶岩のおlれ目

む火砕岩を削って堆積し，また火砕岩を不整合に覆う 考えられ，これらの可能性について今後さらに広い範

ローム層を削っている。ローム層は，一部水つきでほ 囲の調査を行う予定である。

ぼ水平，北落ちの小規模正断層により切られている。
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